
【様式第1号】

自治体名：川根本町

会計：連結会計 （単位：円）

科目名 金額 科目名 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 34,995,701,171   固定負債 6,620,977,125

    有形固定資産 32,405,726,147     地方債等 5,301,263,183

      事業用資産 15,485,106,973     長期未払金 -

        土地 3,687,379,815     退職手当引当金 1,319,649,386

        土地減損損失累計額 -     損失補償等引当金 -

        立木竹 3,449,450,600     その他 64,556

        立木竹減損損失累計額 -   流動負債 727,596,325

        建物 16,214,681,588     １年内償還予定地方債等 634,615,894

        建物減価償却累計額 -11,580,940,229     未払金 -

        建物減損損失累計額 -     未払費用 -

        工作物 9,157,411,096     前受金 168,500

        工作物減価償却累計額 -5,444,259,466     前受収益 -

        工作物減損損失累計額 -     賞与等引当金 87,687,752

        船舶 -     預り金 5,076,009

        船舶減価償却累計額 -     その他 48,170

        船舶減損損失累計額 - 負債合計 7,348,573,450

        浮標等 - 【純資産の部】

        浮標等減価償却累計額 -   固定資産等形成分 35,873,027,708

        浮標等減損損失累計額 -   余剰分（不足分） -7,042,758,805

        航空機 -   他団体出資等分 -

        航空機減価償却累計額 -

        航空機減損損失累計額 -

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        その他減損損失累計額 -

        建設仮勘定 1,383,569

      インフラ資産 16,546,265,601

        土地 124,249,033

        土地減損損失累計額 -

        建物 1,210,203,459

        建物減価償却累計額 -651,666,240

        建物減損損失累計額 -

        工作物 39,649,394,692

        工作物減価償却累計額 -23,834,314,463

        工作物減損損失累計額 -

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        その他減損損失累計額 -

        建設仮勘定 48,399,120

      物品 1,380,144,340

      物品減価償却累計額 -1,005,790,767

      物品減損損失累計額 -

    無形固定資産 60,377,828

      ソフトウェア 60,377,828

      その他 -

    投資その他の資産 2,529,597,196

      投資及び出資金 26,159,288

        有価証券 -

        出資金 26,159,288

        その他 -

      長期延滞債権 31,360,461

      長期貸付金 3,156,000

      基金 2,471,743,611

        減債基金 75,105,313

        その他 2,396,638,298

      その他 -

      徴収不能引当金 -2,822,164

  流動資産 1,183,141,182

    現金預金 287,437,509

    未収金 18,823,138

    短期貸付金 -

    基金 877,326,537

      財政調整基金 877,326,537

      減債基金 -

    棚卸資産 -

    その他 -

    徴収不能引当金 -446,002

  繰延資産 - 純資産合計 28,830,268,903

資産合計 36,178,842,353 負債及び純資産合計 36,178,842,353

連結貸借対照表
（令和2年3月31日現在）



【様式第2号】

自治体名：川根本町

会計：連結会計 （単位：円）

    資産売却益 469,999

    その他 -

純行政コスト 8,773,779,218

    損失補償等引当金繰入額 -

    その他 -

  臨時利益 469,999

  臨時損失 59,090,855

    災害復旧事業費 55,420,190

    資産除売却損 3,670,665

    使用料及び手数料 188,383,270

    その他 273,733,866

純経常行政コスト 8,715,158,362

      社会保障給付 3,314,638,725

      その他 4,422,820

  経常収益 462,117,136

        その他 55,129,428

    移転費用 3,906,111,092

      補助金等 587,049,547

      その他の業務費用 89,773,957

        支払利息 31,376,363

        徴収不能引当金繰入額 3,268,166

        維持補修費 41,925,247

        減価償却費 1,948,364,677

        その他 -

        その他 252,370,048

      物件費等 3,740,844,924

        物件費 1,750,555,000

        職員給与費 1,012,613,771

        賞与等引当金繰入額 87,687,752

        退職手当引当金繰入額 87,873,954

  経常費用 9,177,275,498

    業務費用 5,271,164,406

      人件費 1,440,545,525

連結行政コスト計算書
自　平成31年4月1日
至　令和2年3月31日

科目名 金額



【様式第3号】

自治体名：川根本町

会計：連結会計 （単位：円）

科目名 合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分) 他団体出資等分

前年度末純資産残高 30,090,440,424 37,221,690,137 -7,131,249,713 -

  純行政コスト（△） -8,773,779,218 -8,773,779,218 -

  財源 7,522,782,380 7,522,782,380 -

    税収等 5,289,966,846 5,289,966,846 -

    国県等補助金 2,232,815,534 2,232,815,534 -

  本年度差額 -1,250,996,838 -1,250,996,838 -

  固定資産等の変動（内部変動） -1,339,091,537 1,339,091,537

    有形固定資産等の増加 1,459,515,197 -1,459,515,197

    有形固定資産等の減少 -2,705,914,618 2,705,914,618

    貸付金・基金等の増加 117,199,871 -117,199,871

    貸付金・基金等の減少 -209,891,987 209,891,987

  資産評価差額 -504,666 -504,666

  無償所管換等 10,532,555 10,532,555

  他団体出資等分の増加 - -

  他団体出資等分の減少 - -

  比例連結割合変更に伴う差額 -6,638,622 -7,501,831 863,209 -

  その他 -12,563,950 -12,096,950 -467,000

  本年度純資産変動額 -1,260,171,521 -1,348,662,429 88,490,908 -

本年度末純資産残高 28,830,268,903 35,873,027,708 -7,042,758,805 -

連結純資産変動計算書
自　平成31年4月1日
至　令和2年3月31日



【様式第4号】

自治体名：川根本町

会計：連結会計 （単位：円）

前年度末歳計外現金残高 9,379,090

本年度歳計外現金増減額 -4,299,028

本年度末歳計外現金残高 5,080,062

本年度末現金預金残高 287,437,509

財務活動収支 -142,987,391

本年度資金収支額 -52,814,957

前年度末資金残高 336,669,317

比例連結割合変更に伴う差額 -1,496,913

本年度末資金残高 282,357,447

    地方債等償還支出 675,963,728

    その他の支出 66,663

  財務活動収入 533,043,000

    地方債等発行収入 533,043,000

    その他の収入 -

    資産売却収入 850,083

    その他の収入 -

投資活動収支 -508,968,430

【財務活動収支】

  財務活動支出 676,030,391

    その他の支出 -

  投資活動収入 269,568,693

    国県等補助金収入 104,303,694

    基金取崩収入 164,072,916

    貸付金元金回収収入 342,000

  投資活動支出 778,537,123

    公共施設等整備費支出 715,972,843

    基金積立金支出 61,604,280

    投資及び出資金支出 -

    貸付金支出 960,000

    災害復旧事業費支出 55,420,190

    その他の支出 -

  臨時収入 -

業務活動収支 599,140,864

【投資活動収支】

    税収等収入 5,291,842,490

    国県等補助金収入 2,128,511,840

    使用料及び手数料収入 186,108,470

    その他の収入 270,169,882

  臨時支出 55,420,190

    移転費用支出 3,992,030,666

      補助金等支出 672,969,121

      社会保障給付支出 3,314,638,725

      その他の支出 4,422,820

  業務収入 7,876,632,682

    業務費用支出 3,230,040,962

      人件費支出 1,351,040,008

      物件費等支出 1,792,492,116

      支払利息支出 31,376,363

      その他の支出 55,132,475

連結資金収支計算書
自　平成31年4月1日
至　令和2年3月31日

科目名 金額

【業務活動収支】

  業務支出 7,222,071,628



１．重要な会計方針
(１)有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法
①有形固定資産・・・取得原価
ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。

ア．昭和59年度以前に取得したもの・・・再調達原価
ただし、道路、河川及び水路の敷地においては備忘価額１円としています。

イ．昭和60年度以後に取得したもの
取得原価が判明しているもの・・・取得原価
取得原価が不明なもの・・・・・・再調達原価
ただし、取得価額が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。　

②無形固定資産・・・原則として取得原価
ただし、取得価額が不明なものは、再調達原価としています。

(２)有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法
①満期保有目的有価証券・・・償却原価法（定額法）
②満期保有目的以外の有価証券
ア．市場価格のあるもの・・・会計年度末における市場価格（売却原価は移動平均法により算定）
イ．市場価格のないもの・・・取得原価（又は償却原価法（定額法））

③出資金

ア．市場価格のあるもの・・・会計年度末における市場価格（売却原価は移動平均法により算定）
イ．市場価格のないもの・・・出資金額

(３)棚卸資産の評価基準及び評価方法

該当事項なし

(４)有形固定資産等の減価償却の方法
①有形固定資産（リース資産を除く）・・・定額法
なお、主な耐用年数は以下のとおりです。
建物　　 ５年～50年
工作物　 ５年～75年
物品　　 ２年～15年

②無形固定資産（リース資産を除く）・・・定額法
（ソフトウェアについては、庁内における見込利用期間（５年）に基づく定額法によっています。）

③リース資産
ア．所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
（リース期間が１年以内のリース取引及びリース契約１件あたりのリース料総額が300万円以下のファイナンス・リース取引を除く）
・・・自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法

イ．所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
・・・リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする定額法

(５)引当金の計上基準及び算定方法
①徴収不能引当金
未収金については、過去５年間の平均不能欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。
ただし、一部の連結対象団体においては、法人税法に規定する法定繰入率に基づく繰入限度額によっています。
長期延滞債権については、過去５年間の平均不能欠損率により（又は個別に回収可能性を検討し）、徴収不能見込額を計上しています。
長期貸付金については、過去５年間の平均不能欠損率により（又は個別に回収可能性を検討し）、徴収不能見込額を計上しています。

②退職手当引当金
期末自己都合要支給額に、退職手当債務から組合への加入時以降の負担金の累計額から既に職員に対し退職手当として支給された額の総額
を控除した額に、組合における積立金額の運用益のうち当該団体へ按分される額を加算した額を控除した額を加算して計上しています。

③損失補償等引当金
履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する将来負担比率の算定に含めた
将来負担額を計上しています。

④賞与等引当金
翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額について、それぞれ本会計年度の期間に対応する
部分を計上しています。

(６)リース取引の処理方法
①ファイナンス・リース取引
通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

②オペレーティング・リース取引
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

(７)資金収支計算書における資金の範囲
現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（容易に換金可能であり、かつ、価値変動が僅少なもので、３か月以内に満期が到来する流動性の

高い投資を言います。ただし、一般会計等においては、川根本町資金管理方針において、歳計現金等の保管方法として規定した預金等としています。）
なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含んでいます。

(８)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

(９)連結対象団体（会計）の決算日が一般会計等と異なる場合の処理
決算日と連結決算日の差異が３か月を超えない連結対象団体については、当該連結対象団体の決算を基礎として連結手続を行っていますが、決算日と

連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っています。また、決算日と連結決算日との差異が３か月を超える連結対象団
体（会計）については、仮決算を行っています。

２．重要な会計方針の変更等
該当事項なし

３．重要な後発事象
該当事項なし

４．偶発債務
該当事項なし

注　記



５．追加情報
(１)連結対象団体（会計）

区分 連結の方法 比例連結割合

地方公営企業会計 全部連結 ―

地方公営企業会計 全部連結 ―

地方公営企業会計 全部連結 ―

地方公営企業会計 全部連結 ―

地方公営企業会計 全部連結 ―

一部事務組合・広域連合 比例連結 6.03%

一部事務組合・広域連合 比例連結 0.31%

一部事務組合・広域連合 比例連結 0.30%

一部事務組合・広域連合 比例連結 6.02%
連結の方法は次のとおりです。
①地方公営企業会計は、すべて全部連結の対象としています。
②一部事務組合・広域連合は、各構成団体の経費負担割合等に基づき比例連結の対象としています。

(２)出納整理期間

地方自治法第235条の５に基づき出納整理期間が設けられている団体（会計）においては、出納整理期間における現金の受払い等を終了した後の係数
をもって会計年度末の係数としています。

なお、出納整理期間を設けていない団体（会計）と出納整理期間を設けている団体（会計）との間で、出納整理期間に現金の受払い等があった場合
は、現金の受払い等が終了したものとして調整しています。

(３)売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。
ア．範囲
普通財産（土地）の内、町有地有効活用検討委員会で売却可能の判断がされた土地を計上。

イ．内訳

事業用資産 23,716,000円 （21,760,447円）
土地 23,716,000円 （21,760,447円）

平成30年3月31日時点における売却可能価額を記載しています。
売却可能価額は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律における評価方法によっています。
上記の（21,760,447円）は貸借対照表における簿価を記載しています。

後期高齢者医療特別会計

駿遠学園管理組合

静岡県後期高齢者医療広域連合

静岡地方税滞納整理機構

静岡県市町総合事務組合

いやしの里診療所事業特別会計

団体（会計）名

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

簡易水道特別会計


